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■“伸びる子いっぱいの根上中”をめざして・・・２学期スタート！
気持ち新たに２学期のスタートです。

しかし、新型コロナウィルスの感染状況は、夏休みに入る前と同じく、厳しい状況です。

学校と家庭で、感染予防対策を継続しながら、この状況の中でやれる学校教育活動に取り組

んでいきます。油断大敵“がんばろう根上中”はまだまだ続きます。

さて、２学期のテーマを“伸びる子”にしたいと思います。１学期、授業の様子が集中し

ており、いいねぇー状態であったことをベースに、２学期は、“伸びる子いっぱいの根上中”

をめざしてほしいと思います。

伸びる子とは、次の３つができる子です。

【素直な心】

毎日の生活の中で、先生、友達、先輩、親、地域の人いろんな人からアドバイスをもらう

ことがあります。そこに自分を伸ばすヒントがあります。アドバイスをもらっても、すぐ

にできないことも多いとは思いますが、どうしたらできるのか考えること、工夫すること

の繰り返しが自分を伸ばすことになるのではないでしょうか？

【あいさつ】

あかるく、いつも、さきに、つづけるあいさつができる人は不思議と伸びます。気持ちの

良い挨拶ができる人は、世の中に出てもかわいがられます。かわいがられるというのは期

待されるということです。期待にこたえることで信頼されます。信頼されれば、がんばり

ます・・・いろんなことがうまくいくようになります。

※あいさつ－「おはようございます」「こんにちは」「さようなら」「ありがとうございます」

「すいません」「お疲れ様」いろいろありますね。

【そうじ】

毎日、まじめに、こつこつ、そうじのできる人は信用できる人です。あたり前のことがあ

たり前にできる人は、まわりの人から信頼されます。そして、そうじのできる人は、そう

じしながら自分自身をみがくことのできる人です。

１学期同様、２学期も、一日一日「がんばろう根上中」で「いいねぇー根上中」を、みんなで作って

いきましょう！！ （放送による始業式の校長の話より）
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■２学期最初から“いいねぇー”が・・・

①「地域の方からの電話」より

電話の内容は“感謝”でした。８月１９日（水）に踏切内で転倒したところ、通りが

かった本校の女子生徒に助けられて、無事に踏切内から脱出できたとのこと。女子生

徒は、そのまま立ち去ったということでした。なんか嬉しい電話です。心があったか

くなる電話でした。

②移動教室の際の“いいねぇー”が２学期も継続！

８月２４日（月）、２学期の初日、１年生のあるクラス、移動教室の際の空き教室で、

イスがきちんと机に入り、黒板がきれいに消されていました。このクラスは、１学期

にすでに、この“いいねぇー習慣”ができていました。２学期も継続です。継続は力

なり。嬉しくなります。

■お知らせ（感染症対策・熱中症対策の継続）

●朝の家庭での検温の徹底を！

・学校では、感染防止のため、登校時に玄関で検温の結果をチェックしています。

※２学期も朝の生徒玄関での検温の確認を続けます。各家庭で確実に検温を行い、
微熱や風邪症状があるときは、無理に登校せず、様子や状況に応じて、医者への
受診等も含めての対応をしてください。あわせて、学校への欠席連絡も忘れずに。

●感染防止の３つの基本 ①身体的距離の確保 ②マスクの着用 ③手洗い

□人との距離は、できるだけ２ｍ（最低１ｍ）あける。 → ソーシャル・ディスタンス

□放課後や休日の不要不急の外出は、控える。

□症状がなくても、外出時にはマスクを着用する。

□家に帰ったらまず手や顔を洗う。できるだけすぐに着替える。シャワーを浴びる。

□手洗いは３０秒程度かけ、水と石鹸で丁寧に洗う。（手指消毒液の使用も可）

・感染症は新型コロナウィルス感染症だけではありません。

●水分補給のために多めに水分を持たせて！

・暑い日が続きます。熱中症対策をお願いします。

※学校では、不特定多数の人が使うことから、感染防止のため、水道の蛇口から生

水を飲むことは禁止しています。冷水器については、水筒や紙コップ等に入れて

から飲むことを指導し、使用しています。


